
▶爪軸後方にガイドプレートを装備。裁断したツルをうね上面ではなく溝に落とすので、マルチ剥ぎなど後作業が

　楽になります。

▶アップカットのフレール刃によりツルを裁断。収穫前の茎葉処理作業を省力化できます。

▶左右のデバイダーで溝や側面のツルも持ち上げて裁断。耕うんなどの後作処理が楽になります。

　デバイダーの幅は調整可能で、幅広い畝体系に対応可能です。 

▶「ワンウェイクラッチ」を搭載。トラクターのクラッチを切った時に起こる、回転慣性によるトラクターの押し出しを

　防止します。

▶駆動方式はチェーンを採用。トラクターの動力を確実に爪軸へと伝えます。 

▶キャスタースタンドを標準装備。 オートヒッチでの着脱や移動に便利です。

▶尾輪調整ハンドルがオペレーターに近い位置にあり、作業中でも調整が楽に行えます。

※写真はKH-4（旧型式）です。

SKT800
うねスソ幅450～500㎜におすすめ

SKT1100
うねスソ幅500～650㎜におすすめ



適応うねスソ幅

(㎜)

400～500

400～650

土ほぐしディスク

品名 型式

KHH-2S
YT-10
SKT-09
YT-09
SKT-10

SKT1100

○

○

○

KH-4（旧型式）

○

適応機種

SKT1100-ST3

SKT1100-0S

つる切機800

つる切機

備考

ホリトリキブラケット併用

ホリトリキ カタボリASYを使用する際に必要

固い土質では使用できません

固い土質では使用できません

ホリトリキ　カタボリASY

ホリトリキ　ブラケット

リフターアーム

リフターアーム

型式

SKT800-A1K

SKT800-A2

SKT800-KLB

SKT800-ST3

SKT800-0S

SKT1100-A1K

SKT1100-A2

SKT1100-KLB

日農工特殊オートヒッチ　B形

特殊3P直装

日農工標準オートヒッチ　0.1形

日農工特殊オートヒッチ　A1形

日農工特殊オートヒッチ　A2形

日農工特殊オートヒッチ　B形

特殊3P直装

日農工標準オートヒッチ　0.1形

仕 様

1200 1400

主 要 諸 元

1100

760

機体寸法

全高(㎜)全長(㎜)
駆動方式

○

○

○

※ 直装仕様にはジョイントが付属されていますが、ロックピン同士の距離650mm以上には対応しておりません。

全幅(㎜)

1220

930

品名 備考

ユニバーサルジョイント付属
※

ロアーピンガイド・カラー付属

ユニバーサルジョイント付属
※

ロアーピンガイド・カラー付属

装着方法

日農工特殊オートヒッチ　A1形

日農工特殊オートヒッチ　A2形

SKT800

○

オ プ シ ョ ン

刈幅

(㎜)

重量

(㎏)

適応馬力

(PS)
型式

SKT1100

SKT800

14～28

14～25
チェーン

183

172

名称

つる切り機

つる切機800

※写真はKH-4

（旧型式）です。

※写真はKH-4

（旧型式）です。

くん

■ホリトリキ カタボリASY＆ホリトリキブラケット
マルチを張っていない場合、つる切作業と同時に掘り取り作業が行えます。

（マルチを張っている場合は、つる切作業⇒マルチ剥がし⇒掘り取り作業となります）

ハンドルを回すだけで作業深さの調整行え、使わない時にはハネ上げることで

つる切作業のみが行えます。

リフターアーム
うねスソにある覆土をほぐして、マルチフィルムをはぎ取りやすくします。

（つる切作業と併用が可能）

※粘土質など固い土質では使用不可。フレームが破損する恐れがあります。

また雑草やつるが多い場合は覆土に食い込まない恐れがあります。

■土ほぐしディスク
左右のディスクがマルチの覆土をほぐし、マルチをはぎ取りやすくします。

（つる切作業と併用が可能）

ツルをはじめ雑草やワラが絡まらず、スムーズに作業が行えます。ディスクは覆土の量

にあわせて2段階に角度調整可能。

※土が固くなっている、または雑草が多い畑ではディスクが切り込まない場合があります。

ホリトリキ

カタボリASY

ホリトリキ

ブラケット

オプション

※写真はKH-4（旧型式）です。

※写真はKH-4（旧型式）です。

本 社 〒785-0164 高 知 県 須 崎 市 浦 ノ 内 立 目 717 番 地

TEL(0889)49-0341 FAX(0889)49-0744

西日本営業所 〒715-0014 岡山県井原市七日市町字十郎坂4012-23

九 州 営 業 所 〒830-1211 福岡県三井郡大刀洗町本郷 4226番地7

TEL(0942)77-5609 FAX(0942)23-6609

●商品のご使用時は取扱説明書の注意事項をお守りのうえ正しくお取り扱い下さい。●このカタログの仕様は、改良などにより予告なく変更する事があります。

ホームページはこちらから

ホームページアドレス

https://www.k-sasaoka.co.jp/


